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＜連絡事項＞

· 来月のカンファレンス予定表を作成するので、勉強会等内容報告は２０日までに中居CWまで。

＜外来情報＞

· 田澤　勝敏様～むつ市に支援センターが出来たことを話している。

· 横町　浩様～パンを食べながら料理をしている為、食欲がないとのこと。最近遅くまで（２１　　　　　　

時）起きて入れるようになったと報告している。

· 関口　禅様～咳止め処方を希望している。レスプレン、ＰＬ処方となっている。体調が良くない

ことがストレスだと話している。

· 田名部　一樹様～来週用事があり受診出来ない為、２週間処方となっている。体調は良くなってき　　　

ていると話している。

· 大釜　久直様～注射をすると頭が痛くなると話している。

· 関　秀治様～お父様同伴で受診されている。祖父の状態が良くない為、日曜まで外泊するとのこと。

＜利用者様情報＞

· 中川原　義雄様～前々日の大久保律子様との性的発言によるトラブルについて面談行っている。

　　　　　　　　　　最近は病状の変化目立たず経過している状態。

　　　　　　　　　　今回の発言に対してスタッフから、冗談を交えての発言だったかもしれないが、誤解を招くことも考えられると伝えると、本人も「そうだなあ」と落ち着いた表情で話している。

　　　　　　　　　　今回のことをストレスに感じ、病状悪化へと繋がらないか心配している事も本人ヘ伝えている。本人からは冷静に、表情の変化なく大丈夫との返答が帰ってきている。

　　　　　　　　　　◎スタッフ側は変化が無いか今後も観察を続けることする。

· 五日市　公様～青風荘より、メンバーが移動の際ぶつかった事に対し声高に、攻撃的に起こる事が

あったと情報あり。声掛けには何でも無いと話していたとのこと。

◎通所側でも、嫌なことがあったと興奮しながら声高に訴えてくる事が何度かみられている。トラブルとならないよう観察をしているが、引き続き行っていくこととする。

· 前野　義勝様～昨日レストランで、北病棟の患者様がブツブツと文句を言いながら下膳しているこ

とに対し、自分のことを言っている、今が初めてではないと話される。独語であり、気にしないよう伝えると、病棟スタッフはなぜ注意をしないのか、納得がいかない、注意して欲しいと訴えられる為、伝えておく事を本人ヘ伝えている。

その後は落ち着いて食事と摂られている。

◎スタッフはその場で病棟スタッフへ上記内容伝えている。今後も夕食時レストランで一緒になる為、トラブルとならないよう、気をつけて見て行くこととする。対応方法も統一していくこととする。

· 神山　和典様～現在面談を１回/週行っている。前回の面談時遅れて来所した時には記録へ残して　　

いくことを本人ヘ伝えると、以後遅れてくることは無くなっている。

◎遅刻しないで来所することを意識する、習慣づけることを踏まえ、今後も

　　　　　　　　１回/週の面談を実施していく。

· 大久保　律子様～本日９時過ぎ来所。不機嫌さは無いが、ボーとした表情されている。具合が

悪いと布団に横になるが、１０分程で起きている。料理教室へも機嫌良く参加している。

中川原義雄様との接触は無く、本人もトラブルに関しては触れていない。

◎スタッフ側もトラブルに関する話題はだしていない。今後も２人の動きに注意し、観察していくこととする。
＜クリスマス会打ち合わせ＞

· 昨日実行委員メンバーより、ケーキを食べたくない人がいると話があり。

→ケーキ・和菓子（大福）で選べる形をとることとしている。

　　　デイケア、デイナイトケアメンバーのアンケート用紙を作成したので、２４日までに記入するようメンバーへは伝えていく。

· メンバー余興の受付は１２/１５までとする。

＜デイナイトケア事例検討＞

上岩　英治様　　統合失調症　６３歳

　　２７歳時発症。空笑、徘徊が目立っていた。

　　本人目標：今の生活を大事にして、頑張り過ぎないように頑張りたい

　　デイナイトケア目標：プログラムへ参加することで孤立化しないよう援助していく

【現在の様子】

　　独語著明に見られている。糖尿病であるが、本人自覚なし。

　　働いた経験もあることから、自己評価は９０点、９５点と高い。

　　日本赤十字病院へ内科（胃潰瘍）、整形外科（膝痛）、白内障（眼科）で通院している。受診は家族同伴。受診近くなると、本人が家族へ電話連絡している。

　　青風荘ではいつでも退院できるように荷造りをしているとのこと。　

　　膝の痛みを訴え運動プログラムは休むことが多く、他のプログラムでも居眠りが増えており、体力はなくなってきている。

→生活習慣病改善学習会へ参加し、以前に比べ、知識が増えてきている。

　　　　　体重も通所開始時（４年前）に比べ、１０kg減っている。

【今後について】

　　プログラムで居眠りが目立つ時は声掛けを行っていき、レベル低下を防いでいく。

